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【はじめに】【はじめに】【はじめに】【はじめに】    

 

成田国際空港は、昭和 53 年の開港以来、30 年の節目を迎えた。 

開港当初における成田国際空港の年間離発着回数は約 5.2 万回、旅客数は約

707 万人であったが、平成 19 年度にはそれぞれ約 19.4 万回、約 3,539 万人に達

し、離発着回数で約 3.7 倍、旅客数で約 5 倍と飛躍的な発展を遂げるなど、同

空港は文字通り「日本の表玄関」としての役割を担っている。 

さらに、平行滑走路 2,500m 化により離発着能力が増強される平成 21 年以降

には、離発着回数、旅客数とも、さらなる増加が見込まれている。 

 

成田国際空港においては、開港から本日までの間、航空機の安全運航に携わ

る関係各機関の尽力により、幸いにも大規模災害の発生をみていない。 

しかし、この間にわが国は、 

○ 大規模な航空機事故 

・日航 123 便御巣鷹山墜落事故(昭和 60 年、死者 520 人、負傷者 4 人) 

・中華航空 140 便墜落事故(平成 6 年、死者 264 人、負傷者 7 人) 

○ 主要交通機関の大規模な事故 

・ＪＲ福知山線脱線事故(平成 16 年、死者 107 人、負傷者 562 人) 

○自然災害 

・阪神淡路大震災(平成 7 年、死者 6,434 人、行方不明 3 人、負傷者 

43,792 人) 

・新潟県中越地震（平成 16 年、死者 68 人、負傷者 4,805 人） 

・新潟県中越沖地震(平成 19 年、死者 15 人、負傷者 2,345 人) 

○ﾃﾛﾘｽﾞﾑ 

・地下鉄ｻﾘﾝ事件(平成 7 年、死者 12 人、負傷者 5,510 人) 

といった未曾有の大惨事を経験してきた。 

 

これら数多くの尊い生命を代償にして、政府等行政機関の緊急事態対応体制

や災害派遣医療ﾁｰﾑ(DMAT)をはじめとする緊急医療体制が構築され、消防・警察

機関等の人員・装備は格段に充実増強された。自然災害、重大事故等の緊急事

態対応に係る関係法令も大きく整備された。また、被災地自治体等による自衛

隊に対する災害派遣要請が頻繁に行われるようになってきた。 

 

このように、大規模災害等緊急事態発生時における行政機関、関係機関の活

動に対する国民の期待はますます高まり、反面、これら機関の対応に向けられ

る目は一層厳しいものとなってきている。 
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空港災害に関しても、国際民間航空機関(ICAO)の規定によるまでもなく、航

空機事故発生を想定して、その対策に万全を期しておくことは、危機管理上当

然のことであり、成田国際空港においても、成田国際空港株式会社(NAA)により

航空機事故発生時の対応ﾏﾆｭｱﾙとして「成田国際空港航空機事故緊急活動計画」

が策定されており、同計画に基づき毎年 1 回、昨年まで計 26 回、関係各機関が

参加して大規模な「航空機事故消火救難総合訓練」が行なわれている。 

 

しかしながら、同計画については策定以来、数度の改正が行われたものの、

いずれも若干の字句の変更にとどまっているのみで、前述の社会環境の変化に

対応した改正が適宜、的確に行われているとは認め難く、実態に即したものと

は考えづらい。 

 

この点においては、当初の計画を常に点検・評価し、処置・改善を行い続け

るという、昨今主流となったﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法である「PDCA ｻｲｸﾙ」の観点に照らして

も、およそ満足できる状況にはないと言わざるを得ない。 

 

ﾘｽｸには、「発生する確率」と「発生した場合の被害規模」という二つの要素

がある。航空機は安全性の高い乗物で、様々な安全対策を施していることから、

大事故の発生確率は小さいと言える。 

 

しかし、仮に万が一、大事故が発生した場合には、被害の規模は甚大なもの

となり、関係各機関においては、この甚大な被害を可能な限り低減することが

要求される。そのための適切な緊急活動には、各方面にわたる関係機関や多く

のﾏﾝﾊﾟﾜｰによる連係ﾌﾟﾚｲが不可欠であり、いかに円滑に、短時間の間にこれを

行うことが出来るかが重要な鍵となる。まさに時間との戦いである。 

 

以上の観点から、成田国際空港において緊急活動を実施する機関に所属する

有志が平成 19 年 5月、「成田国際空港緊急活動研究会」を設立し、成田国際空

港の災害対策についての現状の課題と改善策について研究・検討を重ねてきた。

研究・検討に当たっては、ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ空港、ﾛﾝﾄﾞﾝ・ﾋｰｽﾛｰ空港、ｼﾄﾞﾆｰ空港、関西

国際空港及び中部国際空港の緊急活動計画を参考としたほか、 

ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ・ｽｷﾎﾟｰﾙ空港及びﾊﾟﾘ・ｼｬﾙﾙ・ﾄﾞ・ｺﾞｰﾙ空港に対する現地視察を実施し

た。本報告書は、その研究結果をとりまとめたものである。 
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本報告書は、「航空機事故発生時の緊急活動」について、関係する各機関を

横断する全体ｼｽﾃﾑという観点を持ち、時間軸を含めて緊急活動を具体的に検討

し、とりまとめている。この内容は、活動の全体像を知る上で有意義であると

考えている。一方で、全体ｼｽﾃﾑの中で各機関がどのような役割を果たすべきか

を整理しており、各機関の計画や訓練にも役立つものと考える。 

 

本報告書の内容が、成田国際空港及びその周辺における航空機事故発生時の

緊急活動に係る計画と訓練の改善に役立てられ、仮に大規模な航空機事故が発

生した場合においても、関係各機関による効率的で円滑な連携活動が速やかに

実施され、尊い人命の損失を最小限に抑えるための一助となれば幸いである。 
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《定義定義定義定義》 

【あ行】 

「遺体安置所」検死後の遺体を安置し、身元確認及び遺族との面会をおこなう

場所。 

「遺体仮安置所」死亡者の検死、一次的な身元確認をおこなう場所。 

「一次警戒線」危険区域を示す境界線 

「医療関係者」医師、歯科医師、看護師及び救急救命士    

「医療統括ﾁｰﾑ」ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰの指揮により医療活動を統括するﾁｰﾑ    

 

【か行】 

「ｶﾃｺﾞﾘｰ 1」緊急活動機関のうち、最も優先度の高い、現場における「消火・

救難・医療・搬送」及びそのための「緊急活動環境の確保」並びに

「二次災害防止」に係わる機関。 

「ｶﾃｺﾞﾘｰ 2」緊急活動機関のうち、優先度が第 2位となる、搬送先における「医 

療活動」、「医療支援活動」及び「現場支援活動」に係わる機関。 

「ｶﾃｺﾞﾘｰ 3」緊急活動機関のうち、優先度が第 3位となる、「身元確認」、「家 

族対応」、「事故原因究明」及び「被災者の出入国手続」等に係わ 

る機関。 

「危険区域」航空機事故が発生した場合、その爆発・炎上により直接危険が及

ぶ可能性のある区域。火災が鎮静化する迄は防護服を着用した消防

・救急隊員以外の立ち入りが禁止される。概ね事故機の周囲100ﾒｰﾄﾙ

以内。 

「救護活動区域」危険区域の外側で、救護・医療活動に使用される区域。消防

・救急隊員、医療関係者、警察及び航空会社関係者以外の立ち入り

は制限される。概ね危険区域の外側100ﾒｰﾄﾙ程度で、かつ軽症者・無

傷者避難所及びﾍﾘﾊﾟｯﾄﾞを含む。 

「緊急活動」航空機事故が発生した場合に、人命及び物的損害を最小限に留め

るために行われる消火・救難に係わる活動。 

「緊急活動計画」緊急活動を行う為の基本とするために策定される行動計画。 

「緊急活動訓練」緊急活動計画を検証し、改善を行なうことを目的として実践

される訓練。 

「緊急活動用通路」空港内での緊急事態が発生した場合に、航空機の運航が中

止される事を前提に、消防車・救急車・医療関係者輸送車両等の緊

急車両の優先的な通行を確保するために指定される経路。 

「緊急事態」本報告書では、「空港及び空港周辺における、重大な人的損傷を

伴う、またその恐れのある航空機事故」を言う。 
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「緊急度ｵﾚﾝｼﾞ」空港及び空港周辺において、人的損害を伴う、或いはその恐

れのある重大な航空機事故が発生する可能性が高いと想定される

場合。 

「緊急度ﾚｯﾄﾞ」空港及び空港周辺において、人的損害を伴う、或いはその恐れ

のある重大な航空機事故が発生した場合。 

「緊急ﾍﾘ」緊急事態発生時に、人員及び資器材の輸送並びに被災者の搬送に使

用されるﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ、消防ﾍﾘ、防災ﾍﾘ、及び自衛隊ﾍﾘ等。 

「近親者ﾚｾﾌﾟｼｮﾝﾃﾞｽｸ」空港内において、被災者の家族及び知人等の近親者か

らの問い合わせに答え、以降の対応について案内を行なう場所。 

「空港」 成田国際空港 

「空港外」空港区域内を除く「空港周辺」の区域(「成田市及び成田国際空港

の区域における消火救難活動に関する協定」に定める 3種区域) 

「空港周辺」成田国際空港消防相互応援協定に基づく管轄区域で、以下の市町

村の範囲を言う。 

成田市、神崎町、香取市、多古町、東庄町、佐倉市、八街市、酒々

井町、東金市、山武市、大網白里町、九十九里町、芝山町、匝瑳市、

横芝光町、印西市、白井市、印旛村、本埜村、四街道市、富里市、

栄町 

「空港内」成田国際空港株式会社（NAA）が管理する空港区域内(「成田市及び

成田国際空港の区域における消火救難活動に関する協定」に定める

1種及び 2種区域) 

「訓練ﾚﾍﾞﾙ 1」航空機事故において、多数の関係機関が連携する全体ｼｽﾃﾑとし

て有効に活動出来るようにする事を目的に、関係機関すべてが参加

して行なわれる「航空機事故・総合連携訓練」 

「訓練ﾚﾍﾞﾙ 2」航空機事故において、複数の関係機関が連携して有効な緊急活

動を実行出来るようにする事を目的に、関係する機関が参加して行

なわれる「航空機事故・部分連携訓練」 

「訓練ﾚﾍﾞﾙ 3」航空機事故において、各機関が実施すべき緊急活動について、

各機関が独自で実施する「航空機事故・個別訓練」 

「軽症者」事故による被災者のうち、簡便な医療措置を要する者 

(ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞ緑)。 

「軽症者・無傷者避難所」事故現場において軽症者及び無傷者を「被災者一時

待機所」に輸送する迄の間、一時的に避難・待機させる場所。 

「警備所」空港制限区域の出入場に使用される場所 

「ｹﾞｰﾄ」空港敷地内への入場個所に設置されている保安検査・身元確認用ｹﾞｰﾄ 

 



成田国際空港緊急活動研究会報告書【航空機事成田国際空港緊急活動研究会報告書【航空機事成田国際空港緊急活動研究会報告書【航空機事成田国際空港緊急活動研究会報告書【航空機事故編】故編】故編】故編】    ((((案案案案))))                        2008年 8月 30日 

A-6 

「現場救護所」事故現場において、重症者及び中等症者に対し、安定化のため

に応急的な医療を行なう場所。 

「現場指揮者」各々の機関の活動の指揮者。 

「現場指揮所」緊急活動参加機関が事故現場に設置し、各々の機関の活動を指

揮する組織。 

「現場調整所」現計画において、空港内事故の場合、NAA が事故現場に設置し、

関係機関との消火救難活動及び医療救護活動の調整を行なう組織。 

「現場統括管理班」現場統制所において、現場統括者を補佐し、合同対策本部

等との連絡を確保する担当者。 

「現場統括者」現場統制統合指揮所において関係各機関の活動を統括し、合同

対策本部との連携を確保する責任者。 

「現場統制所」事故現場における円滑な緊急活動を実行する為に、関係機関の

指揮機能を集約し、各機関の行なう活動の優先順位を決定し、人

員・器材の配置を調整する組織。 

「航空機事故」成田国際空港に発着する航空機に発生した事故で人的損害が伴

うもの。 

「航空機事故消火救難合同訓練」現計画に基づき、年 1 回成田市消防本部及び

NAA 消防等の機関が参加して空港内で実施される実働訓練。 

「航空機事故消火救難総合訓練」現計画に基づき、年 1 回全機関が参加して空

港内で実施される総合実働訓練。 

「合同対策本部」円滑な緊急活動を行う為に関係機関の活動を調整し、指揮す

るとともに、外部機関に対し必要となる支援を要請する組織。 

「ｺｰﾙｾﾝﾀｰ」当該航空会社が、事故発生後に被災者の家族等近親者からの問い

合わせに対応し、また家族に対し情報を伝えるために機能させる組

織。 

「ｺﾏﾝﾄﾞｶｰ」NAA が所有する車輌で、現場統制所におかれ、事故現場における情

報を収集し、合同対策本部との情報連絡に使用される。電話、FAX、

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続等の通信機器を装備する。 

 

【さ行】 

「災害派遣医療ﾁｰﾑ」航空機事故若しくは大規模な自然災害発生時に現場へ派

遣され、医療対応をおこなうﾁｰﾑ。 

「ｻﾌﾞｺﾏﾝﾀﾞｰ」ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰを補佐し、ﾄﾘｱｰｼﾞﾎﾟｲﾝﾄ、現場救護所、搬送ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟ

ｲﾝﾄ、軽症者・無傷者避難所にそれぞれ配置され、その場所での医

療活動を指揮する。 
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「事業継続計画」大規模な事故若しくは自然災害により、生産・処理能力に重

大な影響が発生した場合に、低下した能力で最大限の機能を維持し

つつ、出来る限り早期に能力を回復させるための計画。 

「指定入場ｹﾞｰﾄ・警備所」空港内での航空機事故発生時、空港外から空港内に

進入するために、「緊急活動車両」が使用するﾒｲﾝの入り口として

指定されたｹﾞｰﾄ及び警備所。(A 滑走路事故時と B滑走路事故時をそ

れぞれ指定) 

「死亡者」事故による被災者で、社会死と判定された者(ﾄﾘｱｰｼﾞ/ＩＤﾀｸﾞ黒)。 

「重症者」事故による被災者のうち、重篤な状態で緊急に救命治療を要する者 

(ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞ赤)。 

「ｼｮｰﾄﾘｽﾄ」重症者、中等者等の被災者の受け入れ可能数を、事故発生後に調

査し、更新された受け入れ先医療機関ﾘｽﾄ。 

「ｼﾅﾘｵ型訓練」あらかじめ行動の詳細と時系列が設定された訓練ｼﾅﾘｵをﾄﾚｰｽす

る、基本動作習熟を主な目的とする訓練。 

「消防関係者」NAA 消防(含む成田空港ﾌｧｲﾔｰ&ｾｷｭﾘﾃｨｰ)、成田市消防及び成田国

際空港消防相互応援協定加盟消防機関の消火・救急関係者 

「自律型訓練」訓練課題に即した状況を付与する事により、関係機関及び緊急

活動要員の自ら判断し行動する判断及び対応能力の向上を主な目

的とした訓練。 

「制限区域」滑走路、誘導路及びﾗﾝﾌﾟ等、航空機の運航及び移動に使用され、

安全上立ち入りが制限されている区域。空港内の第 1種区域と同じ。 

「その他の航空会社」当該航空会社以外の航空会社及び関連企業 

 

【た行】 

「地域防災計画」県及び市町村が定める地域防災計画。 

「中等症者」事故による被災者のうち、重篤ではないが医療措置を要する者 

(ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞ黄)。 

「当該航空会社」事故機の運航に責任を有する航空会社、及びその地上業務を

委託している航空会社並びに関連会社。 

「搭乗者名簿」事故機に搭乗していた乗客及び乗員のﾘｽﾄ 

「搭乗者状態ﾘｽﾄ」事故機に搭乗し被災した乗客及び乗員について、ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID

ﾀｸﾞのｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰをｲﾝﾃﾞｯｸｽとして、搭乗者名簿と被災者搬送・収容記

録」を集約したﾘｽﾄ 

「ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰ」被災者のﾄﾘｱｰｼﾞ、現場救護所での治療、搬送順位の決定等の

医療活動を指揮する責任者。 

「ﾄﾘｱｰｼﾞ」被災者に対する医療・搬送の優先度を判定する作業。 
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「ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞ」被災者に対する医療の優先度を判定し、記録する為のﾀｸﾞで、

被災者のｶﾙﾃ、身元確認としての機能を持つ。 

「ﾄﾘｱｰｼﾞﾎﾟｲﾝﾄ」自力で脱出した、若しくは救出された被災者を集結させ、 

ﾄﾘｱｰｼﾞを実施する場所 

「ﾄﾘｶﾞｰ」緊急活動計画を発動すること 

 

【な行】 

「成田国際空港航空機事故緊急活動会議」 成田国際空港における航空機事故

に対する有効な緊急活動を確保する目的で、緊急活動計画及び訓練

を統轄する、緊急時に対応する主要な参加機関の実務担当者による

会議体。 

「成田国際空港航空機事故緊急活動管理委員会」 「成田国際空港航空機事故

緊急活動会議」の活動及び緊急計画並び訓練計画を承認する、緊急

時に対応する主要な参加機関の統轄責任者による協議体。 

「成田国際空港消防相互応援協定」 成田国際空港において航空機事故が発生

した場合の消火・救難活動に関する相互応援を定めた協定で、以下

の消防機関が参加している。 

成田市消防本部(神崎町含む)、香取広域市町村圏事務組合(香取市、

多古町、東庄町)、佐倉市八街市酒々井町消防組合(佐倉市、八街市、

酒々井町)、山武郡市広域行政組合(東金市、山武市、大網白里町、

九十九里町、芝山町)、匝瑳市横芝光町消防組合(匝瑳市、横芝光町)、

印西地区消防組合消防本部(印西市、白井市、印旛村、本埜村)、 

富里市消防本部、栄町消防本部、四街道市消防本部 

「成田市航空機災害訓練」空港外における航空機事故を想定し、成田市が実施

する訓練。 

「二次警戒線」救護活動区域を示す境界線 

 

【は行】 

「搬送ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ」救急搬送の優先度を決定し、搬送を統括する場所 

「被災者」航空機事故に遭遇した旅客、乗員及び地元住民。 

「被災者一時待機所」軽症者、無傷者を収容し、氏名・連絡先等その後の対応

に必要な情報を確認する場所。 
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「被災者搬送・収容記録」被災者を搬送する消防等の機関名及び収容先医療機

関名の記録。通常、搬送ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟｲﾝﾄで取得されたﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞの

2枚目から転記され、ﾀｸﾞに記載された被災者の身元確認に必要な氏

名、年齢、性別、頭髪・皮膚等の身体的特徴に関する情報も含まれ

る。 

「標準的緊急配置図」航空機事故発生時に、現場における緊急活動を有効かつ

迅速に実行する目的で、事故現場における機材・人員の標準的な配

置をあらかじめ設定しておくもの。 

「平日昼間」土曜・日曜及び祝日を除く曜日の通常の執務時間帯(概ね朝 9 時

から午後 6 時迄)。 

 

【ま行】 

「無傷者」事故による被災者で医療措置を必要としない者(ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞ緑)。 

「ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ」当該航空会社が、事故発生後にﾏｽｺﾐからの問い合わせに対応し、

また情報を伝えるために機能させる組織。 

 

【や行】 

「夜間・休日」平日昼間以外の時間帯。 

「緩い統制」合同対策本部及び現場統制所が、事態の推移に応じ活動の目標や

方向性と優先度を示しながら、各機関の活動を統括し、一方で、各

機関は示される方向性を遵守しながら自律的に活動すること。 

 

【ら行】 

「ﾛﾝｸﾞﾘｽﾄ」重症者、中等者等の被災者の受け入れ可能数を、あらかじめ調査

し、事前に作成された受け入れ先医療機関ﾘｽﾄ。 

 

【わ行】 
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《略語略語略語略語》 

「AOC」Airline Operators’ Committee, Narita International Airport:成田

国際空港航空会社運営協議会(成田国際空港に乗り入れる国際線定期

航空会社が組織する協議会) 

「BCP」Business Continuity Plan:事業継続計画 

「CAB」Civil Aviation Bureau:「国土交通省航空局」の英語名略称であるが、

本報告書では特に、「国土交通省東京航空局成田空港事務所」を言う。 

「CAB運情」CAB管制保安部に所属する航空管制運航情報官 

「CAB管制」CAB管制保安部に所属する航空管制官 

「CIQ」税関(Customs)、入国管理局(Immigration)、検疫・植物防疫・動物検

疫(Quarantine）を示し、旅客の出入国手続きに係わる機関。 

「CDM」Collaborative Decision Making: 

「D/C」Doctor Commander：ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰ 

「DMAT」Disaster Medical Assistance Team：災害派遣医療ﾁｰﾑ 

「DMORT」Disaster Mortuary Operational Response Team:災害遺族対応 

ﾁｰﾑ 

「NAA」Narita International Airport Corporation：成田国際空港株式会 

社 

「NAA 警備」NAA保安警備部及びその委託を受けた成田空港ﾌｧｲﾔｰ&ｾｷｭﾘﾃｨｰ並び

に成田空港警備(株) 

「NAA 運管」NAA 中央運用室(ﾗﾝﾌﾟｺﾝﾄﾛｰﾙ) 

「PDCA ｻｲｸﾙ」Plan → Do → Check → Actionのｻｲｸﾙ 

「PTSD」Post Traumatic Stress Disorder：心的外傷後ｽﾄﾚｽ障害 

「安全推進協議会」成田国際空港安全推進協議会 

「緊急活動会議」成田国際空港航空機事故緊急活動会議 

「緊急活動管理委員会」成田国際空港航空機事故緊急活動管理委員会 

「空警隊」千葉県警察本部警備部成田国際空港警備隊 

「空港署」千葉県警察成田国際空港警察署 

「空対協」三郡医師会航空機対策協議会 

「県警本部」千葉県警察本部 

「現計画」NAA により制定され、現在有効な「成田国際空港航空機事故緊急活

動計画」 

「現ﾏﾆｭｱﾙ」現計画に基づき制定された「航空機災害発生時における緊急自動

車等の空港入場及び誘導等に関する対応ﾏﾆｭｱﾙ」 

「合同訓練」航空機事故消火救難合同訓練 

「事故調」国土交通省航空・鉄道事故調査委員会 
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「消連協」成田国際空港消防相互応援協定及び同協定に加盟する消防機関 

「総合訓練」航空機事故消火救難総合訓練 

「千葉県警察」県警本部、空警隊、空港署 

「成田市訓練」成田市航空機災害訓練 

「ﾉｰﾀﾑ」NOTAM(NOtice To AirMen) 滑走路、誘導路、航行援助施設その他空港

の運用に関して発出される航空情報 

「防災計画」発災地を管轄する県及び市町村が定める「地域防災計画」 
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４４４４....１１１１    事故発生時の「指定入場事故発生時の「指定入場事故発生時の「指定入場事故発生時の「指定入場ゲートゲートゲートゲート・・・・警備所」警備所」警備所」警備所」    

４４４４....２２２２    制限区域内制限区域内制限区域内制限区域内の緊急活動車輌移動の緊急活動車輌移動の緊急活動車輌移動の緊急活動車輌移動    

４４４４....３３３３    入場入場入場入場ゲートゲートゲートゲート・警備所・・警備所・・警備所・・警備所・アクセスアクセスアクセスアクセス道路通行の円滑化道路通行の円滑化道路通行の円滑化道路通行の円滑化    

４４４４....４４４４    空港内空港内空港内空港内医療関係者輸送の迅速化医療関係者輸送の迅速化医療関係者輸送の迅速化医療関係者輸送の迅速化    

４４４４....５５５５        エプロンエプロンエプロンエプロン・誘導路・滑走路上の・誘導路・滑走路上の・誘導路・滑走路上の・誘導路・滑走路上の「緊急活動車輌用「緊急活動車輌用「緊急活動車輌用「緊急活動車輌用通路通路通路通路」」」」確保と管制との確保と管制との確保と管制との確保と管制との

調整調整調整調整    

 

 

５．救急医療・搬送５．救急医療・搬送５．救急医療・搬送５．救急医療・搬送                                                    

５５５５....１１１１        ドクターコマンダードクターコマンダードクターコマンダードクターコマンダー 

５.１.１ ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰの設置 

５.１.２ ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰの任務 

５.１.３ ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰ登録ﾘｽﾄ及び優先順位 

５.１.４ 医療ﾁｰﾑの編成 

５.１.５ ﾄﾞｸﾀｰｺﾏﾝﾀﾞｰの育成 
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５５５５....２２２２    医療関係者医療関係者医療関係者医療関係者 

５.２.１ 医師の専門に応じた役割分担 

５.２.２ 医師役割登録ﾘｽﾄの作成 

５.２.３ 医師役割別ﾍﾞｽﾄの着用 

５５５５....３３３３    ＤＭＡＴＤＭＡＴＤＭＡＴＤＭＡＴ 

５.３.１ DMAT の役割 

５.３.２ DMAT早期出動ｼｽﾃﾑ 

５５５５....４４４４    搬送先医療機関と搬送手段搬送先医療機関と搬送手段搬送先医療機関と搬送手段搬送先医療機関と搬送手段 

５.４.１ 重症・中等症者搬送先医療機関の把握(夜間・休日を含む) 

５.４.２ 搬送先医療機関への搬送ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

５.４.３ 重症・中等症者の搬送能力 

５５５５....５５５５    トリアージトリアージトリアージトリアージ////ＩＤタグＩＤタグＩＤタグＩＤタグ 

５.５.１ 使用ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞ 

５.５.２ ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞのｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ管理 

５.５.３ 被災者特徴ﾁｪｯｸﾘｽﾄ付きﾀｸﾞ 

５.５.４ ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞの取り付け 

５.５.５ ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞの記載 

５.５.６ ﾄﾘｱｰｼﾞ/ID ﾀｸﾞの回収と管理 

５５５５....６６６６    搭乗者への案内搭乗者への案内搭乗者への案内搭乗者への案内    

５.６.１ 搭乗者への案内文の作成と配布 

 

 

６．遺体・遺族への対応６．遺体・遺族への対応６．遺体・遺族への対応６．遺体・遺族への対応                                                     

６６６６....１１１１    遺体の搬送遺体の搬送遺体の搬送遺体の搬送    

６６６６....２２２２    遺体の安置場所遺体の安置場所遺体の安置場所遺体の安置場所    

６６６６....３３３３    遺体の身元確認遺体の身元確認遺体の身元確認遺体の身元確認    

６６６６....４４４４    遺体の引渡し遺体の引渡し遺体の引渡し遺体の引渡し    

６６６６....５５５５    身元不明遺体への対応身元不明遺体への対応身元不明遺体への対応身元不明遺体への対応    

６６６６....６６６６    ＤＭＯＲＴ、あるいはそれに準じた活動ＤＭＯＲＴ、あるいはそれに準じた活動ＤＭＯＲＴ、あるいはそれに準じた活動ＤＭＯＲＴ、あるいはそれに準じた活動 

 

 

７．軽症者・無傷者・家族等への７．軽症者・無傷者・家族等への７．軽症者・無傷者・家族等への７．軽症者・無傷者・家族等への対応対応対応対応             

７７７７....１１１１    軽症軽症軽症軽症者者者者・無傷者の・無傷者の・無傷者の・無傷者のケアケアケアケア 

７７７７....２２２２    被災者家族への対応被災者家族への対応被災者家族への対応被災者家族への対応 

７７７７....３３３３    ＰＴＳＤ対策ＰＴＳＤ対策ＰＴＳＤ対策ＰＴＳＤ対策    
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８．航空会社８．航空会社８．航空会社８．航空会社                                                         

８８８８....１１１１    当該航空会社の緊急体制当該航空会社の緊急体制当該航空会社の緊急体制当該航空会社の緊急体制 

８８８８....２２２２    搭乗者名簿搭乗者名簿搭乗者名簿搭乗者名簿 

８８８８....３３３３        当該航空会社への支援体制当該航空会社への支援体制当該航空会社への支援体制当該航空会社への支援体制    

８８８８....４４４４    その他の航空会社の緊急体制その他の航空会社の緊急体制その他の航空会社の緊急体制その他の航空会社の緊急体制    

 

 

９．９．９．９．マスコミマスコミマスコミマスコミへの対応への対応への対応への対応                                         

９９９９....１１１１    マスコミマスコミマスコミマスコミ活動に対する対応活動に対する対応活動に対する対応活動に対する対応 

９９９９....２２２２    取材取材取材取材ヘリヘリヘリヘリに対する対応に対する対応に対する対応に対する対応 

９９９９....３３３３        合同対策本部における共同記者会見合同対策本部における共同記者会見合同対策本部における共同記者会見合同対策本部における共同記者会見    

９９９９....４４４４    個別機関における記者会見・対応個別機関における記者会見・対応個別機関における記者会見・対応個別機関における記者会見・対応 

９９９９....５５５５    航空会社の対応航空会社の対応航空会社の対応航空会社の対応    

 

 

１０．空港運用の再開１０．空港運用の再開１０．空港運用の再開１０．空港運用の再開                                                

    

    

    

Ｃ．新「航空機事故緊急活動計画」の提案Ｃ．新「航空機事故緊急活動計画」の提案Ｃ．新「航空機事故緊急活動計画」の提案Ｃ．新「航空機事故緊急活動計画」の提案                                             
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第２部第２部第２部第２部                         

 

 

ＤＤＤＤ．航空機事故緊急活動訓練の現状・課題と改善策．航空機事故緊急活動訓練の現状・課題と改善策．航空機事故緊急活動訓練の現状・課題と改善策．航空機事故緊急活動訓練の現状・課題と改善策                             

 

 

ＥＥＥＥ．新「航空機事故緊急活動訓練」の提案．新「航空機事故緊急活動訓練」の提案．新「航空機事故緊急活動訓練」の提案．新「航空機事故緊急活動訓練」の提案                                                

 

 

ＦＦＦＦ．「計画・訓練の統轄機関」設置の提案．「計画・訓練の統轄機関」設置の提案．「計画・訓練の統轄機関」設置の提案．「計画・訓練の統轄機関」設置の提案                                             
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Ａ．成田国際空港緊急活動研究会Ａ．成田国際空港緊急活動研究会Ａ．成田国際空港緊急活動研究会Ａ．成田国際空港緊急活動研究会 

１．目的１．目的１．目的１．目的 

成田国際空港及びその周辺における「緊急事態」の発生において、より適切な活

動を行うため、「緊急活動計画」・「緊急活動訓練」について具体的な改良案を検

討し、ＮＡＡを初めとする関係機関に提案、調整する役割を担うため、本研究会を

設置する。 

２．構成ﾒﾝﾊﾞｰ２．構成ﾒﾝﾊﾞｰ２．構成ﾒﾝﾊﾞｰ２．構成ﾒﾝﾊﾞｰ 

① 中西 加寿也（成田赤十字病院救命救急ｾﾝﾀｰ長） 

② 松本 尚    （日本医科大学千葉北総病院救命救急ｾﾝﾀｰ講師） 

③ 唯野 邦男  （国交省東京航空局成田空港事務所空港長） 

④ 片岡 久志  （国交省東京航空局成田空港事務所空港長） 

⑤ 小森 眞一  （国交省東京航空局成田空港事務所先任航空管制運航情報官） 

⑥ 川崎 秀二  （国交省東京航空局成田空港事務所先任航空管制運航情報官） 

⑦ 松谷 輝矢  （成田国際空港(株)総合安全推進室ﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

⑧ 村島 伸司  （成田国際空港(株)保安警備部警備調整ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

⑨ 佐藤 一雄  （成田市消防本部警防課主幹） 

⑩ 毛呂 克巳  （成田市消防本部警防課主査） 

⑪ 深井 幸徳  （千葉県総務部消防地震防災課災害対策室副主幹） 

⑫ 上村 順一  （千葉県総務部消防地震防災課災害対策室副主幹） 

⑬ 山﨑 啓延  （千葉県総務部消防地震防災課災害対策室副主幹） 

⑭ 吉田 利也  （千葉県総務部消防地震防災課災害対策室主査） 

⑮ 河野 宏樹  （千葉県総務部消防地震防災課災害対策室） 

⑯ 檜垣 正吉  （成田市市民安全部危機管理課副主幹） 

⑰ 本多 次男  （成田市市民安全部危機管理課副主幹） 

⑱ 北村 徹    （成田国際空港航空会社運営協議会(AOC)事務局長） 

⑲ 山浦 孝夫  （成田国際空港航空会社運営協議会(AOC)・ 

緊急事態小委員会(AESC)議長） 

 

３．検討対象「緊急事態」３．検討対象「緊急事態」３．検討対象「緊急事態」３．検討対象「緊急事態」 

（１）成田国際空港及びその周辺における、重大な人的損傷を伴う、またその恐れの 

ある航空機事故 

（２）成田国際空港における、重大な人的損傷を伴う、またその恐れのあるﾊｲｼﾞｬｯｸ 

事件 

（３）成田国際空港及びその周辺における、重大な人的損傷を伴う、またその恐れの 

あるﾃﾛ事件 
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＊本報告書は上記検討対象の内、（１）「成田国際空港及びその周辺におけ 

る、重大な人的損傷を伴う、またその恐れのある航空機事故」に係る検討結果をまとめた

ものである。 

    

４．検討の方法４．検討の方法４．検討の方法４．検討の方法 

航空機事故について、次の３つのｹｰｽを想定した。 

ｹｰｽ１ 「想定されない空港内事故」 ： A滑走路における、着陸機の墜落炎上 

ｹｰｽ 2 「想定されない空港外事故」 ： 空港外における、離陸機の墜落炎上 

ｹｰｽ 3 「想定された空港内事故」  ： A滑走路における、主脚の出ない航空機の

胴体着陸 

 

それぞれのｹｰｽについて、「時間経過」を縦軸、「事故現場及び各関係機関」を横

軸とするﾁｬｰﾄを作成し、「情報伝達」・「人や車輌の移動」・「様々な活動」・「それら

の関係を示すﾌﾛｰ矢印」等を記入する方法で、現実に即した「対応ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」を行

った。ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの実施に当たっては、各関係機関の間の「連係ﾌﾟﾚｲ」(「全体ｼｽﾃ

ﾑ」としての活動)、後述する「目的」に対応した「活動内容」を主眼とした。ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

を実施する中で、様々な「課題」を抽出し、その「解決方法」を検討した。 

 

別添１: ｹｰｽ 1 「想定されない空港内事故」ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

別添 2: ｹｰｽ 2 「想定されない空港外事故」ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

別添 3: ｹｰｽ 3 「想定された空港内事故」ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

 

研究会を以下のとおり開催し、ﾒﾝﾊﾞｰによる検討を重ねた。 

【2007 年】 

第 1回 5月 15日、第 2回 6月 01日、第 3回 6月 11日、第 4回 6月 18日、 

第 5回 7月 09日、第 6回 7月 23日、第 7回 8月 08日、第 8回 8月 21日、 

第 9 回 9 月 05日、第 10 回 9 月 18日、第 11 回 10 月 24日、 

第 12 回 11 月 01日、第 13 回 12 月 03日、第 14 回 12 月 13日 

【2008 年】 

第 15 回 １月 09日、第 16 回 1 月 23日、第 17 回 2 月 07日、 

第 18 回 2 月 20日、第 19 回 3 月 05日、第 20 回 3 月 13日、 

第 21 回 3 月 31日、第 22 回 4 月 16日、第 23 回 4 月 30日、 

第 24 回 5 月 14日、第 25 回 6 月 02日、第 26 回 6 月 23日 


